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本研究で得られた知見は、
聴覚障害児に対する高次コミュニケーション指導の教材作成および
自閉症児などに対するソーシャルスキルトレーニング（SST）の教材作成に
活用できると考える。
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私たちがとるコミュニケーションでは、話者の発言が文字通りの内容を意味しない表
現が度々登場する。例えば、冗談（親しみを込めた「バカだな～」）や皮肉（批判を
込めた「ちゃんとしてるのね」）などがあるが、これらの非字義的表現は、聴覚障害
児者にとって解釈が難しいとされる。これらを正確に理解したり使用したりすること
は、良好な人間関係を構築、維持する上で重要であり、学童期の聴覚障害児の課題で
あるといえる。
本研究では、聴覚障害児者のこれらの表現の理解や使用について分析し、どのような
点において困難を示すかを明らかにする。得られた結果をもとに、高次コミュニケー
ションに関する適切な支援方法を考案する。

白い嘘

期待外れのプレ
ゼントであって
も、贈り手の前
で喜ぶ

本音と建て前

本当は他の内容
で遊びたくても
友達の提案した
遊びに賛同する

非字義的な表現

皮肉

遅刻した友達に
対して「時間
ぴったりだね」
と言う

冗談

仲の良い友達に
対して親しみを
込めて「バカだ
な～」と言う


